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メキシコの

石油資源(4)

竹田英夫(鉱床部)

亘ideoTAKEDA

前回ではメキシコがかつて石油生産量が世界第2位と東部にサン･アンドレｰス･トゥストラ(SanAn企

にまで達した北東部一とくにタムピコｰミサントラ堆r6sTuxt1｡)山塊が分布しタムピコｰミサントラ堆積

積盆地の新旧および海底黄金地帯一の地質を概説した盆地とは新期火山帯によって中断されている(第1図).

が･本文はメキシコ南東部に舞台を移すことにしよう.

しかし現在石油生産の主力とたっているレフォルマ1)先カンブリ7紀(第1表)

およびカンペチェ沖油田群をとり上げる前に北東部か基盤岩類としてファｰレス山系中に先カンブリア紀

ら南東部に移過するところに位置するベラクルスおよに属するとみられる変成岩類が分布しこれらはオアノ･

びイストゥモ堆積盆地の地質から見て行くことにする.カ州の先カンブリア系と同じく花崩岩～花崩閃緑岩質

片麻岩を主とし花開岩の貫入岩体の他に緑泥片岩と

1.ベラクルス堆積盆地滑石片岩を伴い一部に石綿鉱床もみられる.この基

この堆積盆地は1953年アンゴストゥｰラ(Ang｡｡tur｡)盤岩類の絶対年代は未だ明らかで狂いがこれらと同質

油田が発見されて以来地質の研究カミ進んだ地域でありのオアノ･カ州のものは9億5,O00万年前後が多く最も

その分布範囲はベラクルス州の州都ベラクルス市からコ古いものでも11億5,000万年である.

ルトバ市にまたがりほぼメキシコ湾岸に平行に南東一

北西に延びている.その後背地には東シエラ･マｰト2)上部古生代(?)

レの延長とみなされるファｰレス山系(Si｡｡｡｡deJu色｡｡｡)先カンブリア系とみられる基盤岩類の上に不整合関

係で変成度の低い粘板

タムピコ岩カミのっており,その

三東r中に挾まれる片状砂岩

=シ中には石墨と柘榴石カミ

産葦紘1サ!/1鴛㌶産箒

ノ=二=二･1､

/トｰはなくて基盤岩類の

'y･｡レ

L､二｡､､｡._グ､一風化分解によってもた

＼･て々篶､一榊メギらされたもの1みられ

､レ薪期火山帯･フぐタタペシコる.一般に著しい

レ･寸狸w沈摺曲および断層運動を

､∵･'.エルトハベラクルス市盃㌶ス受けてお11寺代を決

レノv｡･､アノ作ト孟緒♂定できるよ州ヒ石は

フ㌧蝋コアツァコアルコス存在し肌たぶん

主ぷ…､∴サ11箏1撃

し一テ≡…≡≡≡≡≡エパラチア変動を受けた

ペ

ッと推定されている(第

ク

地2図).
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3)中生代

(1)テペシロトラ(Te･

第1図ベヂクルスおよびイストゥ毛珪積盆地�
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第1表ベラクルスおよびイストゥ毛堆積盆地の層序表

第'現世

四

紀更新世

鮮新世

第.

中新世

紀

始新世

暁新世

白上部

兀÷

ジ上部

ユ

ラ中部

紀

下部

二上部

昼中部■

紀

下部

古

生

イ犬

リ先

アカ

1紀ン

ブ

フアｰレス山系

ベラクルス堆積盆地

表土

河川堆積物

火山灰

フィリゾｰラ層

コンセプシオｰソ層

テホシト層◎

オルコｰネス層

◎

エンカ

ント層

､更

フ'フ

チャポボｰテ層

クァヤバル層

アラゴン層

ハ層

ベラスコ層アトヤックベラスコ層

メ

サ

I■マ

ア

ンデス層

ンフェリッペ層

一ル･トラタ層

グア･ヌェハ層

上部タマウ

ノくス層

リ

石灰岩メンデス層◎

ネコストラ層

マｰル･トラタ層◎

クスマシトラ層

オリサバ層

オタテス層

下部タマウ

ノぐス層

リ

硬石膏カポルカン層

トゥスパンギｰジョ層

ソナマンカ層

テペシロトラ層

�

�

堀

�

�

赤色層

ウァヤココトラ層

ウィサチャル層

イ巳

≒

､岡

､

､山

〈:石

緑

メ･

色

変成岩類

花商岩類

メ×

�

山

=石

上部古生層(?)

変成岩類

X又

.類

メ㌢

変'成岩類

イストゥモ堆積盆地

河川堆積物

砂礫降赤色土寸

1流

アカラパ層

セドラル層◎芦

'アクエグエスキテ層∵...

パラヘ･ソロ層◎.･

フィリゾｰラ層◎'､..

コンセプシオｰソ層■◎.･

手㌫岩層竈･芦

ラ･ラバ層.'..

(ナンチタル礫岩)･'･

j塩.

ナンチタル頁岩.･

ウスパテｰパ'..

礫岩テ硬･

メンデス層◎一'

硬石膏...

石灰岩.頁岩1石

シエラ･マ◎.･

一ドレ層..二.

･母

チナメカ上部層･目､'

モゴニュｰ層'.･.

チナメカ下部層'∴...'

?･.

�

赤色層群

�

�

変成岩類

(⑥石油およゾガスの貯溜層)�
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ベラクルス堆積盆地とファｰレス山系地質断面図(D-D1)
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pexi1ot1a)層ジュラ紀後期

上部古生層(?)の上には三畳紀または中部ジュラ

紀に相当するとみられる陸成層が不整合に覆うがこれ

については明らかでない.

この陸成層の上に不整合関係でもってテペシロトラ

層がのるがその分布は主にファｰレス山系に近接した

地区に限られる一構成岩類は基底付近に歴青質または

炭質石灰岩カミ分布し石灰砂岩や細粒砂岩の薄層を伴っ

ておりギンメリッジ～ティトン階に属するアンモナイ

トが豊富に含まれている｡この上に黒色粘板岩カ溌達

し砂岩の薄層を伴うカミその中にはチャｰトもみられ

る.

ベラクルス堆積盆地の西側では,下部白亜系の下に直

接陸成層が存在しておりこの陸成層は上部ジュラ系に

属するとされている.またテペシロトラ層は浅海成

堆積物を主とし厚さは1,000mに達するが場所によ

り堆積環境が異りより浅い海浜成堆積物もみられる

(第3図).

(2)ソナマンカ(Xonamanca)層白亜紀早期

この地層は隠微晶質黒色の層理カミ発達した石灰岩から

成り黒色チャｰトの縞またはノジュｰルを伴うが上

方に行くとチャｰトの量が増加する傾向カミみられる.

また厚い黒色の泥灰岩も挾在されときに保存状態の

悪い大型化石と微化石カミ含まれその時代はネオコム階

～アプト階に属する.

この地層は以前トゥスパンギｰジョ(Tuxpangui11o)

層と呼ばれたが現在はソナマンカ層の地層名が用いら

れている.

(3)カポルカン(Capo1ucan)層白亜紀早期

カポルカン層も隠微晶質の黒色石灰岩を主とし黒色

チャｰトのレンズを伴う･黒色石灰岩中には部分的

にドロマイト質や魚卵状を呈する他に砕属性のところ

もみられる･この地層名は未だ漸定的に用いられてお

り正確な層厚は不明であるが多分先に述べたソナマ

ンカ層に対比されるのであろう.

この他テソナパ(T･｡｡n.p｡)1号井および2号井で

は白亜紀早期に属する厚い硬石膏層が存在しており

その時代はアプト階に対比されている.

(4)オリサバ(Orizaba)層白亜紀中期

この地層は以前エノレ･アブラ層またはタマブラ層とさ

れていたこともあり別名オリサバ石灰岩とも呼ばれて

いる.ベラクルス堆積盆地に広く分布し暗色の化石

に富む石灰岩から成りO.4～2.5mの巾の層理が発達す

るか一般に下方では層理の巾が厚くドロマイト化し

ており上方に行くにつれて層理の巾は薄くなり大型

化石や微化石を豊富に含みその時代はオｰブ階～セノ

マン階に属する.

オリサバ層は岩礁性石灰岩と後岩礁性石灰岩の2相に

区分され層厚は200mから800mに達し他地域のエル

･アブラ層アウロラ層およびエノレ･ドクトル層に対比

される.この地層と後で述べるグスマシトラ(Gu｡･

1〕ユant1a)層はアンゴストゥｰラ油閏をはじめいくつかの

油田の油母層として原油とガスを産出している.

(5)マルトラタ(Ma1trata)石灰岩白亜紀後期

この石灰岩はオリサバ層の上に整合関係を示しての

る徴密な暗灰色ないし黒色の石灰岩で薄い層理が発達�
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第3図ベラクルス堆積盆地地質断面図(A-B)

する一その中に黄色の粘板岩とレンズ状の黒色チャ

ｰトを挾み上方ではドロマイト化してチャｰトのレン

ズは稀に校るがその代りに黒色頁岩の挾みカミ多くなる.

魚や2枚貝の化石を伴い時代は上部セノマン階以降で

その大半はチュｰロン階に属するか一部コニャック階

に達した可能性も指摘されている.

マノレドラタ石灰岩中には深海性プランクトンの微化

石カミ特徴的であり還元性環境下に沈澱したと推定され

ておりオリサバ層の堆積時に比べて急に海が深くなっ

たとみなされている.層厚は90m前後のところもある

カミｰ殻には400m(十)である.

(6)グスマシトラ層白亜紀後期

マルトラタ層を不整合に覆うこの地層はその大半カミ

陸棚上に堆積した礁性石灰岩から成り砂質および魚卵

状石灰岩を伴っている･一般に隠微晶質であり部分

的にドロマイト化したところもみられその厚さは1,000

m前後である｡

先にも述べたようにこの地層はオリサバ層と共に

ベラクルス堆積盆地の中生層の内重要な油母層であり

その時代はチュｰロン階～コニャック階に属する.

(7)ネコストラ(Necoxt1a)層白亜紀後期

この地層は粘板岩を主とし泥灰岩および鉄分に富む

石灰質ノジュｰルを伴っており場所により泥灰岩と泥

灰質石灰岩カミ卓越することもある･コニャック階の化

石を含み層厚は数100m前後と推定されグスマシト

ラ層に対比されている.

(8)アトヤック(Atoyac)層白亜紀後期

アトヤック層もまた礁性石灰岩から成るカミドロマイ

トやチャｰトは伴わない.ジャンパニュｰ階～下部マ

ｰストリッピ階に属する微化石を豊富に含みグスマシ

トラ層を覆うがその関係は整合あるいは平行不整合と

も云われこの地層の一部はネコストラ層の下位を占め

ることもある.層厚は場所により変化し400～800m

である(第4図)･�
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錐では150～250mの厚さが判明しているが全体とし

ては500m前後と推定される.
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第4図ベラクルス堆積盆地地質断面図(C-C1)

4)新生代

ベラクルス堆積盆地の第三紀層は下部漸新統までの

堆積はタムピコｰミサントラ堆積盆地と共通性があるが

漸新世後期に生じた不整合の後はイストモ(Istm0)堆積

盆地に類似している.この事実は不整合前には北酉

からの海進に支配され不整合後は南東からの海進に変

化したことを示すものである.

(1)チコンテペック･ベラスコ層暁新世

この地層はベラクルス堆積盆地の西側に主として分布

し上部白亜系を整合に覆っている･チコンテペック

層は頁岩と粗粒～中粒の砂岩から成り石膏と雲母を伴

い保存の悪い植物化石が含まれている.一般に下

方では頁岩が多く上方に行くと砂岩が卓越する傾向が

みられる･一方ベラスコ層は地表には露出せずボ

ｰリングによってその存在が認められるカミこの地層の

下方では著しく石灰質の頁岩を主とし上方ではやや砂

質の頁岩から成り石灰岩と石灰質砂岩を伴う.これ

らはタムピコｰミサントラ堆積盆地と同じくフリッシ

ュ型堆積物の特徴を示し全体の層厚は明らかではない

カミ1,700m(十)と推定されその時代は暁新世に属す

る.

(2)アラゴン(Arag6n)層始新世早期

ベラクルス堆積盆地の始新統は地表には分布が見られ

ず試錐でも未だ完全には解明されていないため全体

の層厚は不明である･一般に始新統は下部から上部

にアラゴン層グアヤバル(G砒ayaba1)層およびチャボ

ボｰテ(Chapopote)層に区分

される.

下部のアラゴン層はメタ･エ

スピｰノ(MetaEspino)2号井

とメタ･ガシｰナ(MetaGa1吐

na)4号井で把握されており

チコンテペック･ベラスコ層の

上に発達する頁岩層で,5～10

Cmの巾の層理が特徴的であり

その厚さは約600mである(第

5図)･

(4)チャボボｰテ層始新世後期

グアヤバル層と同じく頁岩を主とし一部砂質のと

ころもありレンズ状砂岩および石灰質ノジュｰルを伴

う.削剥作用または断層の影響によりその厚さは真

の厚さより減少している可能性があるカミ最大500～700

mと推定されている.

(5)才ルコｰネス(Horcones)層漸新世早期

オノレコｰネス層はタムピコｰミサントラ堆積盆地に分

布することは先にも述べたがベラクルス堆積盆地では

植物化石の破片を含む均質で綴密恋頁岩を主とし少量

の砂岩と層間礫岩を伴っており礫はチャｰトと玄武岩

から成る.この地層は堆積盆地の東側で発達し層厚

は585～745mに達するが西側では欠如している.

(6)ラ･ラバ(LaLaja)層漸新世中期

この地層もまた頁岩を主とするが前述のオルコｰネ

ス層とは化石の内容が異り古生物学的に区分される.

また基底には礫岩が分布して不整合関係を示し堆積

盆地の南部では砂岩と凝灰岩を伴うがこの凝灰岩層は

ベラクルス堆積盆地内の第三紀層中初めての火山活動の

根跡を示すものであると共にガスの貯溜層を作る役目

を果している点で注目される･この地層全体の厚さは

約1,000m(十)である｡

先にも述べたようにラ･ラノ･層以降の堆積はイスト�
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第5図

ベラクルス堆積盆地地質断面図

���

ウモ堆積盆地と共通性を持ち海進は南東からあったこ

とを裏づけている.

(7)デポｰシト(Dep6sito)層漸新世後期～中新世早期

この地層は頁岩砂岩凝灰岩の互層から成りその

特徴としてはこれらの構成岩類が火山性物質を主とす

ることである.古生物学的には漸新世に属する化石を

多く伴っている･堆積盆地の東側ではその厚さが

1,800mに達するが西側では欠如しておりもともと

堆積しなかったのかまたは完全に削剥されたか不明で

ある.

むカミｰ方上部は砂岩の薄層を伴い黄鉄鉱と雲母から

成るラミナがみられる.層厚は350m前後が普通であ

るがトレス･イグエラス(TresHigueras)101号井で

は3,050mに達するところもある.

(11)コンセプシ才一ン上部層中新世中期

この地層は層理の余り発達しない頁岩と泥岩から成り

しぱしぱ砂質を呈する.ときに火山岩と貝化石から成

る礫岩が挾まれこの上のフィリゾｰラ(Fi1is･1a)層と

の境界付近には細粒石灰質の化石を豊富に含むレンズ

状砂岩が分布する.全体の層厚は3,000m以下である.

(8)エンカント(Encanto)下部層中新世早期～中期

工ンカント下部層は火山性物質を多く含みしぱしぱ

砂質を呈する頁岩を主とし少量の砂岩を伴い黄鉄鉱

が多量に含まれる.また砂岩中には石灰岩とチャｰ

トの破片がみられ稀に泥灰岩で充填された石灰質角礫

岩も分布する･この地層もまた堆積盆地の東側で500

m前後の厚さを示すが西側では欠如するかまたは非

常に薄くなっている.

(9)エンカント上部層中新世中期

この地層は頁岩を主とし稀に砂質部カミ存在する他

礫岩の薄層を伴うカミこの中?礫は石英が大半で基質

は砂質または泥灰質である･またこの下部では緑色

を呈するやや砂質の頁岩カミ多く部分的にはプラスチッ

ク状で多くの黄鉄鉱が含まれている.

(10)コンセプシオｰソ(Concepci6n)下部層中新世中期

コンセプシオｰソ下部層は頁岩を主とするが下部と

上部に区分される.下部は黄鉄鉱に富む砂質頁岩を挾

(12)フィリゾｰラ層中新世後期

この地層はイストゥモ堆積盆地のパラヘ･ソロ層と

同じ層位にあり下部中部および上部に3分される.

下部は砂岩と泥質砂岩の互層から成り大型化石に富む

が微化石は少ない･中部の構成岩類は下部と類似す

るカミより石灰質となり固結度カミ低く化石はほとん

ど見当ら扱い.上部は火山岩を礫とし基質は石灰質

の礫岩から成る.全体の層厚は150m前後である.

ベラクルス堆積盆地は現世の火山灰と河川堆積物によ

り覆われており中生層および第三紀層の大半は地表に

露出していない･したがって上記のデｰタｰのほと

んどは試錐によって得られたものである.

さてベラクルス堆積盆地の地史についてみると先

カンブリア系の基盤岩類の上に上部古生層(?)と三畳

紀またはジュラ紀中期の陸成層が分布する･ジュラ紀

中期にはメキシコ湾付近とメキシコ中央部に海進が及

びジュラ紀後期までひき続いている.ジュラ紀末期�
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層が生じさらにアヤトック層もその上に

のっている.先にも述べたようにグス

マシトラ石灰岩もまた貯溜層の役割を果し

ている.

さて第三紀の初期にはララマイド変

動によりファｰレス山系は陸化してベラク

ルス堆積盆地の後背地の役割を果しフリ

ッシュ型のベラスコ･チコンテペック層カミ

堆積した.ララマイド変動は始新世中期

から後期にかけて最高潮に達し強い摺曲

と断層運動を伴ってファｰレス山系はさら

に隆起したため漸新世にはモラッセ堆積

物か生じこの中の礫層はノビジェｰ口

(Noマi11ero)やベインテ(Veinte)油田の

ガスの貯溜層の役割を果している.漸新

世早期にはベラクノレス堆積盆地の東側が

隆起して削剥作用を受けたカミ漸新世中期

には以前とは逆に南側から海進が始まり

中新世までひき続いた(第6図).

その後鮮新世に入って正断層を伴う緩

い摺出作用がありその後火山活動カミ活発

化している.

1デシこの地域には3回の火成活動がみられる･

2サン'アンドレｰス･トゥストラ高地先ずファｰレス山系では基盤岩類に伴う

3束シエラ･マｰドレ前縁檜山帯｡加111“冊

一等磁力線虫塩基性岩類の他に三畳紀～ジ平ラ紀の陸

砂･油田層成層に覆われる底盤状の花開岩類カミあるカミ

第6図ベラクルス堆積盆地等磁力線図これらは中生代以前に属する.次に白亜

紀に活動した花嵩閃緑岩の貫入岩体や岩脈

から白亜紀早期にかけてメキシコ地向斜が形成されこがみられさらに新生代に入って漸新世から火山活動が

の中のソンゴリカ(Z.ng.1i｡｡)堆積盆地では深海成の顕著と放りメキシコでは最高峯のピコ･デ･オリサバ

砂や泥を主とするテペシロトラ層が堆積し陸棚部には(Picod･O･i･ab･)を中心として現世までこの活動は

サン･アンドレｰス層の石灰岩か出現している.しか続いている.

しファｰレス山系はジュラ紀の間は陸地を形成しこ注目すべき構造運動としてはソンゴリカ堆積盆地内

のため三畳紀～ジュラ紀の陸成層の上に直接下部白の白亜系カミ横臥槽曲構造を示すと共に著しい衝上断層

亜系カミのっている･の発達していることがあげられる.この衝上断層は下

部のジュラ系には及んでい狂いと云われているが詳細

白亜紀早期には海進カミ拡がる一方一部では火山活動は明らかでない.またコノレドバ陸棚部では東側カミ

と削剥作用を受けたところもみられ白亜紀中期に到っ階段状に落ちる断層運動を受けているがこれらの断層

て垂直的た性格の沈降により海深は変化を来しマルトは下部白亜系の硬石膏がもみこまれて滑動を活発化し

ラタ層が堆積している･またコルドバ付近の陸棚部た潤活剤の役割を果している(第7図).

では緩慢狂沈降が続き,厚さ1,500mに達するオリサバ

石灰岩が生じ主要な油田の油母層とたっている･2.イストゥモ堆積盆地

白亜紀後期に入ると･堆積環境は変化し･層理の発達ベラクルス堆積盆地の東側に存在するイストゥモ堆積

した珪質の頁岩カミ堆積しているカミコノレドバ陸棚部では盆地はイストゥモ･デ･テワンテペック(Ixtm.deTひ

沈降と堆積が平衡しており厚さ800mのグスマシトラhuant.pec)一テワンテペック地峡一の北側に位置し�
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トベラクルス堆積盆地模式断面図

050100ほm

さらに岩塩層と岩塩ドｰムの発達が著しいためイスト

ゥモ岩塩堆積盆地(Cu.nc.d.LaS.lin.d.1Ixtm｡_

IxtmoSa1ineBasin)と呼ばれている.

この堆積盆地ではジュラ紀後期から現世までの堆積

岩類カ漁られているが中生代の地層についてはボｰリ

ングのデｰタｰが散逸している上に岩塩ドｰムの出現

により地層が乱されており断片的な智識しか残されて

いない(第1図第ユ表).

1)中生代

(1)チナメカ(Chinameca)下部層ジュラ紀後期

この地層は堆積環境によって岩相カミ異り盆地の中心

付近では暗灰色の石灰岩とドロマイトを主とし陸棚部

では石灰岩･頁岩･砂岩海岸付近の湖沼成堆積物は厚

い蒸発残留岩を伴っている.その1例としてトナラ

パ(Tona1ap｡)1号井の状況にっいてみることにしよう.

鷲鷺孟享㌘｣

トを伴う)∫

岩塩を伴う赤色層

岩塩層

石灰岩･褐色頁岩･砂質/

頁岩･岩塩を伴う赤色頁岩∫

黒色頁岩

岩塩層･黒色頁岩

(層厚)

���

���

��ね

���

㌹��

���

この全体の厚さは742.7mであるかこの中岩塩層の

厚さは実に5244mに達しその下には湖沼性の黒色石

灰岩と頁岩がみられる.

チナメカ層はテトン階に属するアンモナイトを伴って

おり最も厚いところでは1,380mに達する.

(2)モゴニェ(Mog〇百6)層ジュラ紀後期

第1表の層序表にはチナメカ層の上部にモゴニェ層

が位置しているカミ両者は岩相の特徴とアンモナイトの

有無により区分されたもので上下関係については未だ

疑問点が残されている.

この地層の標式地はイストゥモ鉄道のモゴニェ駅付

近に在り粘板岩と層理の発達した石灰岩および少量の

砂岩から成り全体の厚さは900mに達するがこの中

の下部300mカミモゴニェ層に属し上部900mは下部白

亜系に属することカミ判明している.

一般にこの地層中にはアンモナイトに乏しく2枚貝

の化石が含まれ最も厚いところは2,800mに達するが

チナメカ層と同じく岩相変化は認められるものの.岩塩

層の発達は乏しい.

(3)チナメカ上部層白亜紀早期

先にも述べたようにチナメカ上部層は下位の上部ジ

ュラ系とは整合関係にあり下部から中部にかけて灰色

のドロマイトとドロマイト質石灰岩が多くみられ上部

ではベントナイト質の淡緑色または灰緑色を呈する泥岩

カミ分布する･この地層の上にのるシエラ･マｰドレ層

とは整合関係を示すが微化石の相違と電気検層の際の

比抵抗の差により両者の識別カミ可能である一

チナメカ上部層のドロマイトおよびドロマイト質石灰

岩中には方解石脈を伴う割目が発達しこの中に軽質

油が含まれている.この地層の時代はネオコム階に属

し層厚は約350mである一

(4)シエラ･マｰドレ層白亜紀中期

この地層は一般にドロマイトと石灰岩から成り下部

ではドロマイトが卓越する傾向がみられる.ドロマイ

トはクリｰム色灰白色暗褐色を呈し再結晶が進ん

で糖状となり割目が発達して層理が消失することカミ多

いがもとのリトグラフィックな部分には化石が残され

ている.

これらの堆積環境は陸棚部の静かな海底に沈降と平衡

して堆積したものと推定されイストゥモ堆積盆地では

その厚さが250m前後であるがチアパス山系では2,000�
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第8図イストゥモ堆積盆地の岩塩ドｰム分布図

mに達するところもある.

シエラ･マｰドレ層の時代はオｰブ階～セノマン階に

属しこの堆積盆地では上部白亜系と不整合関係を示す

カミ他地域では整合のところもある.またドロマイ

トの割目や結晶の粒間には軽質油が散在しているのか

認められる.

(5)メｰンデス層白亜紀後期

メｰンデス層はより泥質どたり赤褐色～緑灰色の泥

灰岩および石灰質頁岩を主としベントナイトの薄層

と泥岩の角礫岩がレンズ状に挾まれる･この他砂岩

を伴う部分もあるカミアバニコ(Abanico)2号井では

深度1,165mから1,252mにかけて頁岩中に石灰岩とチョ

ｰクカミ抜まれこの中にマｰストリッピ階に属する有孔

虫カミ合まれる.またソレダｰド(Sol.dad)101号井

では岩塩層中に白亜紀後期の化石を含みこれらはい

ずれも原位置のものと推定されるカミｰ方この堆積盆地

では岩塩と硬石膏から成る蒸発残留岩のドｰムが発達し

そのドｰムの頂部に上部白亜系が存在し岩塩ドｰムの

上昇により上部白亜系が取り込まれて持ち上げられた可

能性もある(第8図).

この地層の時代はジャンパニュｰ階～マｰストリッピ

階に属し層厚は約220mであるがメｰンデス層の最

も厚いところは1,600mに達すると云われている.

2.新生代

(1)ウスパテｰパ(Uzpanapa)層暁新世～始新世

この地層は白亜紀後期のメｰンデス層の上に不整合に

のる礫岩層であり礫は火成岩･砂岩･少量の石灰岩か

ら成り礫の大きさはいずれも径10cm以上であり一

部に頁岩を挾んでいる.これは第三系の基底礫岩であ

り上位のナンチタル(Nanchit.1)層とも不整合関係を示

している.層厚は場所により異り150～600mであり

その中に含まれる化石から時代は暁新世～始新世とされ

ている.

(2)ナンチタル層始新世中期～後期

ナンチタル層は頁岩を主とし少量の砂岩と礫岩を伴

っている.岩相上下部と上部に分けられ下部の頁

岩は一般にプラスチック状で厚さ0･1～O･3mの硬砂岩�
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第9図

メキシ･コ南東部の

油田分布図

と礫岩を挾み石灰質ノジュｰルと植物化石を伴う.

一方上部は砂質頁岩を主としレンズ状石灰岩を挟む

地層の上に礫岩と砂岩の互層さらにその上の上位境

界付近に石灰質頁岩が見られこれらの中に含まれる化

石は始新世後期に属するものが多い.

この地層は層厚1,000m(十)でコァッァコアルコ

スの南東からマクスバｰナ(M･･uspana)の南まで約

170kmの間に連続して分布する.

(3)ラ･ラバ層漸新世早期～中期

ラ･ラノ･層はすでにベラクノレス堆積盆地でも述べたカミ

基底には通称ナンチタル礫岩と呼ばれる礫岩層があり

その上に青灰色～緑灰色の頁岩がのり砂岩と凝灰岩お

よび珊瑚石灰岩のレンズを伴いさらにこの上に凝灰

岩質頁岩を挾む砂岩が発達する.

ベラクルス堆積盆地ではこの地層と下位の始新統と

は不整合関係を示すカミイストゥモ堆積盆地ではナンチ

タル層と整合でありその時代は漸新世早期～中期とさ

れている.上位のデポシト層とは漸移し層厚は2,000

～3･000mでベラクルス堆積盆地からイストゥモ堆積

盆地まで広く分布し総延長350km巾は約100kmに達

する.ラ･ラバ層はタムピコｰミサントラ堆積盆地の

アラサン層に対比される.

(4)デポｰシト層漸新世後期

デポｰシト層もまたベラクルス堆積盆地に分布するが

イストゥモ堆積盆地でも灰色～青灰色の砂質頁岩を主と

し凝灰岩と砂岩を挾んでいる･漸新世後期に属する

化石が含まれ層厚は1,000mに達するところがあり

その分布範囲はラ･ラバ層とほぼ同じで上位のエンカ

ント層と整合であるが場所により直接コンセプシオｰ

ソ下部層に接し不整合関係を示すところも見られる.

(5)エンカント層中新世早期

この地層は細粒の砂岩と砂質頁岩の互層から成りし

ぱしぱ礫岩層の挾みカミ見られ砂岩は青灰色～灰白色を

呈し正長石と石英を主とし層理の巾O･1～1mの層

理が発達している.エンカント層の最上部付近には

通称ユカテカノレ(Yucateca1)と呼ばれる中粒～粗粒の砂

岩層が存在しイストック堆積盆地のフィリゾｰラ(Fト

1i.o1｡)油困を初めその他の主要な油閏の貯溜層の役割

を果している(第g図).

先にも述べたように下位のデポシト層とは漸移して

おり岩相上その境界は明らかで狂いが古生物学的に

は両者の区分が可能でありこの地層が中新世早期に属

することも判明している･一部の試錐ではエンカン

ト層の下位に岩塩層が接しているカミこれは貫入性岩塩

ドｰムの頂部がこの地層に達したためと推定されている.

この地層の厚さも場所により変化するカミ平均して500

～800mの範囲にあり岩塩ドｰムの影響により層厚カミ

減少しているところもある､

(6)コンセプシオｰソ下部層中新世早期

コンセプシオｰソ下部層は層理の乏しい灰色～暗青色

の雲母を含膏頁岩を主とし上部に行くに従い砂質とな

る傾向か見られる･.この頁岩の割れ目には石膏を伴い

風化した部分では割れ目に沿って剥げ易く一兄層理に

似ている一一また地域によりレンズ状石灰岩や礁性石�
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灰岩を伴い中新世早期に属する大型化石や微化石カミ豊

富に含まれる.

下位のエンカント層とは識別が容易であるが上位の

コンセプシオｰソ上部層とは岩相的に区別することが困

難であり古生物による判定が必要である.層厚は地

表で200～400mであるが地下のデｰタｰでは変化が著

しくまた岩塩ドｰムの影響により減少し100～345m

と狂っている.

この地層もまた砂質頁岩カミエノレ･ブロ(ElBu･･o)

トナラ(Tona1三)エノレ･プラン(E1p15n)ラボｰン'

グランデ(Rab6nGrande)およびロス･ソノレダｰデス

(LosSo1dades)等の満目ヨの滴母層となっている.

(7)コンセプシオｰソ上部層中新世早期～中期

この地層もまた層理の乏しい青灰色の砂質頁岩を主と

しレンズ状の泥質砂岩と石灰質砂岩のノジュｰルを伴

う･小型化石および微化石が豊富に含まれるカミ大型

化石は少なく下位のコンセプシオｰソ下部層および上

位のフィリゾｰラ層とはいずれも整合関係を示してい

る･これらは古生物学的に区分されるカミこの地層の

特徴として比較的雲母の含有量の少放いことも識別の目

安と放る.

層厚は地表の露出部で100～200mであるがボｰリン

グの結果最も厚いところは555mに達し一方岩塩ドｰ

ムの影響により薄くなるところもみられる｡この地層

もまたいくつかの油田の油母層の役割を果している.

(8)フィリゾｰラ層中新世中期～後期

フィリゾｰラ層は非常に厚い細粒～中粒の珪質砂岩を

主とし青灰色の頁岩の薄層を挾んでいる.基底付近

には塊状の頁岩層カミあり下位のコンセプシオｰソ上部

層との境界付近にはレンズ状石灰岩カミ分布する.この

上に雲母質および珪質の砂岩が発達し保存の悪い海生

化石が含まれておりさらにその上ビ砂質泥岩がみられ

る.化石は中新世後期に属するものが多く層厚は

1,500mに達するところがある.

(9)パラヘ･ソロ層中新世中期～後期

この地層はイストゥモ堆積盆地の北部に分布し下部

と上部に分けられる･下部は塊状粗粒の灰色～暗赤色

を示す砂岩を主とし化石を含む頁岩と褐炭の挾みが見

られこれらの化石は浅い海生のもので岩相と化石か

ら河口に堆積したと推定されている｡一方上部は細粒

～粗粒の砂岩から成り青灰色の頁岩と厚さ50cmに達

する褐炭層の他凝灰岩を伴っておりこれらの堆積環

境としては汽水成のものとみたされている.

地表での層厚は300～600mであるがボｰリングでは

1,400mに達するところもありパラヘ･ソロ層もまた

エル･プラン油田の一部の油母層とたっている.

(10)アゲエゲエスキテ(Agueguexquite)層

中新世中期～後期

この地層もまた堆積盆地の北側に分布し暗灰色～褐

色の砂岩から成り炭質頁岩と砂質頁岩を挾むが褐炭

層は存在しない.また基底部付近にはしばしば礫岩

がみられるが下位のパラヘ･ソロ層とは整合関係を示

している.

岩相からみてこの時期に海進カミ始まったことが推定

されるがこの中に含まれる化石は浅海生のものカミ多い.

層厚は400～500mである.

(11)セドラル(Cedra1)層中新世後期

セドラノレ層は固結度の低い砂･粘土･礫の互層から成

り下部は層理の乏しい砂と礫を主とし上部は砂と粘

土の互層から成り大型化石はほとんど認められない.

下位のアクエグエスキテ層とは整合であるカミ岩相から

見て湖沼成またはデノレタ成堆積物と推定される.この

地層の厚さは300～500mである.

次稿のレフォルマおよびカンペチェ沖油田群でも述べ

る機会があると思うがイストゥモ堆積盆地にみられる

岩塩層はジュラ紀後期に形成されたカンペチェ岩塩堆積

盆地に属しており蒸発残留岩として厚い岩塩と硬石膏

がジュラ紀中期(?)の陸成層の上がまたは直接基盤岩

類の上に発達したカミその後の構造運動一とくにララ

マイド変動一に伴い抵抗の低い背斜部や断層帯に移

動すると共にダイアピルとして貫入しジュラ系から

第三紀上部中新統にまで達している.このダイアピル

の貫入上昇により白亜系の一部は岩塩ドｰム中に取り

込まれその頂部まで持ち上げられたりまた岩塩暦が

第三紀層中に水平移動して侵入するためもとの厚さカミ

著しく減少するといった現象がみられる.このダイア

ピノレの上昇運動はジュラ紀後期～白亜紀早期に生成した

石油や天然ガスを上方にもたらしたばかりでなくこれ

らを貯留する空間に好都合なドｰム状構造を形成してお

り貴重な役割を果したといえよう一

さらにこのダイアピルの頂部には水溶性の天然硫

黄をしばしば伴いテワンテペック地峡附近で年間180

万トン以上の生産を示しておりメキシコの重要な硫黄

資源を提供している.さて次回はメキシコの石油生

産の中心地であるレフォルマとカンペチェ沖湖ヨ群を含

む地帯について述べることにしよう.

(つづく)�


